
第５学年国語科 日時 平成２３年１１月２日（水） 指導者 教諭 齊藤雅人 場所 ５年１組教室

単元名 資料を読んで考えたことを書こう

単元の目標

・資料を基に自分の考えが伝わるような文章を興味を持って書こうとする。〔関心・意欲・態度〕

◎引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書く。〔Ｂ書く(1)エ〕

・文や文章にはいろいろな構成があることについて理解する。

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 イ（キ）〕

単元について

本単元のねらいは，様々な資料を読み取る力や資料から得た情報を生かして効果的に書く力を付けることであ

る。身の回りにある様々な資料から問題を提起し，資料を活用して自分の考えを伝える文章を書く活動を通して，

生活の中に生きる読む力・書く力が養われるものと考える。

提示する資料「じょうぶな骨を作るには」は，成長期にある児童にとって興味を持って取り組みやすいものであ

る。資料にある文章や写真から多くの情報を読み取り，自分なりの意見を発表できるであろう。また，文章の構成

を「問いかけ」「問題だと思ったところ」「資料から読み取れること」「自分の伝えたいこと」と提示することで，

構成メモを作りやすくし，説得力のある文章を書くことが期待できる。

交流の場面では，同じ資料を読んでいても意見の持ち方，資料の活用の仕方がそれぞれ違うことを知り，お互い

のよさを生かしていこうとする態度を育成できると考える。

自信を持って表現する力を育てるために身に付けさせたい力

・自分の考えを伝えるために，情報を生かして書く力

児童の実態

５月に行った「ことばの力アンケート」では，「自分の

考えを書くことができる」と答えた児童の割合は，４７％

であった。「少しできる」と答えた児童４３％と合わせる

と９０％となり，書くことに対してはあまり抵抗がないと

考えられる。

児童は，４年生では作文を書く前にはワークシートを利

用して構成メモを作るという活動を行った。メモを基に文

章を書くということには慣れていると考えられる。さら

に，９月「立場を明確にして書こう」の単元では，メモに

付箋を利用し，一度構成したものを並べ直すことが可能で

あるという体験した。これにより，より効果的な構成はど

のようなものであるかを考える力が芽生えてきている。ま

た，構成メモを基にして意見文を書けたことで，これまで

作文を苦手としてきた児童も自信を持つことができた。

教師の思いや願い

資料から読み取った情報を基に自分の考えを持ち，

説得力のある文章が書けるようにしたい。このため

に，次のような段階を踏んで指導にあたる。

①資料を活用した文章を読み，資料がどのように使わ

れているのかを理解させる。

②構成メモのモデルを提示し，どのような活動をする

か見通しを持たせる。

③資料「じょうぶな骨を作るには」から自分が伝えた

いことを決めさせ，資料のどの部分を活用するかを

考えさせる。

④構成メモを作る際に付箋を利用し，「自分の伝えた

いこと（赤）」「資料の引用（黄）」「資料から分かっ

たこと（黄）」「自分の考え（緑）」などを色分けし

て，構成を分かりやすくする。

⑤出来上がった文章を発表する場を設け，互いの意見

を認め合う活動をする。

単元の構想と展開にあたって ＜指導計画＞全５時間

一次 第１時 資料を活用した文章の書き方や構成メモについて知る。

二次

第２時

第３時（本時）

第４時

資料から情報を読み取る。

読み取った資料を基に構成メモを作る。

メモをもとに文章を書く。

三次 第５時 書いた文章を読み合って交流する。



展
開
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分
）

本時の提案

①モデル文から，構成メモを作る手順とメモの配置を知り，自分の構成メモ作りに生かすことができるようにする。

②互いに交流し合うことで，友達の書き方や自分の表現のよさに気付き，文章を書く意欲を高める。

本時のねらい

・資料を読んで自分の思ったり考えたりしたことを書き，構成メモを作ることができる。

段階 学習活動 ・指導上の留意点 ◇主な指示や発問 評具体の評価規準

１．本時のをめあてを知る。

資料を読んで思ったり考えたりしたことを書き，構成メモを完成させよう

・構成メモを作る参考にするために，第１時に使った坂本さんの構

成メモをモデルとして提示する。

※構成メモを作るときには付せん紙を使用する。

ア．自分の伝えたいこと（赤の付箋）

イ．資料の引用，資料から分かったこと（黄色の付箋）

ウ．資料を読んで思ったり考えたりしたこと（緑の付箋）

２．資料を読んで思ったり考えたりし ◇資料を読んで思ったり考えたりしたことを，緑色の付箋に書き

たことを書く。（２５分） ます。自分の生活に関係のある内容を考えてみましょう。

【提案①】

・児童がなかなか書き出せないときは，教師から生活と結びついた

内容を取り入れたモデルを示し，児童が安心して書き進めること

ができるようにする。

・自分の生活に関係のある内容を書いている児童の文章を適宜全体

に紹介するアナウンスをして，書き出せない児童への支援とする。

40

３．友達と構成メモを見合う。（１５分） ・ペア学習の際に観点を持って交流させる。【提案②】

(1)資料を読んで思ったり考えたりしたことを書いているか。

(2)自分の生活に関係のある内容を書いているか。

・ペア学習の中に推敲の時間も取り入れる。

・ペア学習の際の観点で気付いたことを発表させる。

・意欲をそのまま文章に生かすために，文章に書けそうな子には原

稿用紙を渡して書かせる。

評資料から読み取ったことに，自分の思ったり考えたりしたことを

付け加えながら構成メモを作っている。（ワークシート）

４．今日の活動を振り返り，自己評価 ・挙手による自己評価をさせる。

をする。

５．次時の確認をする。

具体の評価規準 ・資料から読み取ったことに，自分の思ったり考えたりしたことを付け加えながら構成メモ

を作っている。

十分満足できる状況 ・資料から読み取ったことを基に，自分の生活と結びつけながら思ったり考えたりしたこ

とを書き，構成メモを作っている。

Ｃへの手だて ・選んだ資料から，自分の生活に結びつくことはないか助言する。
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